
■最近体調がすぐれない鈴⽊木さ
ん。仕事上のストレスから、⾷食
欲もなく、だるく眠れない⽇日々
が続いています。

（休憩所）
男 　性：はあ、、、（ため息をついて、休憩所で座っている）

後 　輩：（知らんぷりしている）

男 　性：（ふと、職場の健康相談の案内チラシを⽬目にする）

（オフィスの相談室）
男 　性：コンコン（部屋に⼊入る）

保健師：どうぞ。

男 　性：すみません。チラシをみて。

	
  
保健師：なんのチラシですか。

男 　性：こころの相談。。

保健師：こころの相談。はあ、わかりました。
ちょっと今、健診で忙しいんですけれど…それで何の相談で
すか。

男 　性：実は、体調が悪くて⽋欠勤しがちなんです。

保健師：えっ、⽋欠勤ですか？それは困りましたね。
まあ、こちらの問診票にご記⼊入下さい、所属とお名前もお願
いします。はあ。

男 　性：（問診票を書いて渡す）
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保健師：えーと、体調が悪くて、眠れない、朝起きられない、⾷食欲が
ない、という症状ですね。それと仕事が忙しいということも
書いていただいていますね。
えー、死にたくなることもあるんですか？困ったなあ…。

男 　性：ええ、最近、時々そういう気持ちになります

保健師：死にたくなるって、まさか本気じゃないでしょ。

男 　性：……、ええまあ。

保健師：なんでそんなことになるのかしら。

男 　性：どうしても体調が悪くて、休んでしまうんです…。そうする
と…

保健師：体調悪いって、いったいどこが悪いんですか？

男 　性：いや、、朝が起きれないというか、、⾷食欲がなくて、、

保健師：朝起きれないのは、⽣生活不規則なんじゃないんですか。

男 　性：あ、いや、そうでなくて…、少し仕事の残業続きで夜が遅く
なるというか

保健師：仕事が忙しくて不規則になるんですね。⽣生活リズムを整えな
いといけませんね。

男 　性：はい、でも眠れなくて、朝はだるいんですよ。

保健師：朝ごはんしっかりたべてないからじゃないですか？
しっかり⾷食べないとだめですよ。

男 　性：…はあ。

保健師：それに、お酒飲んでますよね。飲みすぎじゃないんですか。

男 　性：飲みすぎなんかじゃなくて、眠れないから飲んでるだけです
よ。

保健師：でもね、そういうのがダメなんですよ。
しっかりしないと、⽣生活が不規則はだめですよ。

男 　性：…、いやストレスもあるんですよ。

保健師：ストレスってなんですか。
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男 　性：いや、だから職場で残業もあるし、⾊色々と業務があって、だ
から疲れているんです。

保健師：でも、部署のほかの⼈人も残業しているんじゃないんですか。
みんな同じなんじゃないんですか。

男 　性：いや、もうとにかく体調不良で、眠れないし、、そのうえ仕
事で失敗してしまうし…

保健師：⾃自分の失敗を仕事のせいにしちゃだめですよ。

男 　性：じゃあ、どうすればいいんですか。

保健師：だから、⽣生活を規則的にして、お酒はやめてください！すべ
てはそれからです！

男 　性：いや、だから違うんです。もう本当にしんどくて、死にたい
んです。
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■最近体調がすぐれない鈴⽊木さ
ん。仕事上のストレスから、⾷食
欲もなく、だるく眠れない⽇日々
が続いています。

（休憩所）
男 　性：はあ、、、（ため息をついて、休憩所で座っている。ふとチ

ラシを⽬目にする）

後 　輩：最近、⾟辛そうですね。

男 　性：そうなんだ。

後 　輩：どうしたんですか？
男 　性：うん、なんか仕事でも失敗続きで。体調も悪いし、具合悪い

んだ。

後 　輩：たしかに、最近調⼦子悪そうですよね。

男 　性：そうなんだよ。それに眠れないし、

後 　輩：そういえば、⾷食いしん坊の先輩が、今⽇日もランチ残してまし
たよね。

男 　性：そうなんだよ。それに、今⽇日、仕事もミスしちまって。本当
お前にも迷惑かけて…

後 　輩：いいんですよ。それより⼼心配だな。やっぱり調⼦子崩している
んじゃないですか？

男 　性：うん

後 　輩：それなら健康相談室に相談してみたらどうですか？

男 　性：相談室？

後 　輩：ここのチラシにありますよ。体調が悪いときなんかに、保健
師さんが相談にのってくれるみたいです。結構通っている⼈人
多いとか。

男 　性：うーん、でもなあ。
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後 　輩：⼀一緒にいってみましょうよ。

男 　性：うーん、どうしようかな、いってみるかな。

後 　輩：はい。

（オフィスの相談室）
男 　性・後 　輩：コンコン（部屋に⼊入る）

保健師：どうぞ。

男 　性：すみません。チラシをみて。

保健師：そうでしたか。健康相談のチラシですね。
わかりました。どうぞおかけください。
はじめに問診票に記載していただけますか。

後 　輩：最近、調⼦子悪いみたいで、眠れなかったり、⾷食欲もないみた
いで。
少し相談にのってもらえますか？よろしくお願いします。
（場を外す）

保健師：わかりました。どうぞおかけ下さい。

男 　性：ありがとう。

保健師：はじめに、こちらの問診票にご記載いただけますか？

男 　性：はい。（問診票を書き終え渡す）

保健師：ありがとうございます。それでは拝⾒見見させていただきます
ね。
体調が悪くて、眠れない、朝起きられない、⾷食欲がでない、
という状態ですね。

男 　性：はい、そうなんです。最近どうも体調が悪くてつらいんで
す。

保健師：そうでしたか。こちらに、お仕事もだいぶ忙しいと書いてい
ただいていますが、
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男 　性：ええ、ここ半年、残業続きで、それでも終わらずに⼟土⽇日にも
仕事をしています。

保健師：それでは、だいぶ疲れがたまりますよね。

男 　性：ええ、そうなんです。

保健師：気分も憂鬱で時に死にたくなる事もある、ということですが
いつごろからですか？

男 　性：ええ、最近、仕事のミスも⽬目⽴立立つようになり、上司から怒ら
れることが多いんです。
それに、朝調⼦子悪くて仕事を休んでしまったり、遅刻したり
するので、さらに怒られて、「こんなことなら、もうくびだ
ぞ！」って⾔言われて。
それでもう死ぬしかないって考えてしまうんです。だから、
悪循環なんです。

保健師：⼤大変ご苦労されてるんですね。

男 　性：ええ…。

保健師：死にたくなったときに、具体的に⽅方法を考えることもありま
すか。

男 　性：こんな苦しいのなら⾸首をつって死んでしまいたい、と考える
ことがあります。

保健師：いつごろから考えるようになりましたか？

男 　性：今週に⼊入ってからです。

保健師：強くなっていますか？

男 　性：ときどき、急に考えてしまいます

保健師：そうでしたか。本当につらい状況にあるんですね。
今⽇日は、調⼦子悪い⾯面についてどうしていくか、⼀一緒にかんが
えていきましょう。

男 　性：はい。

保健師：死にたいと思っても、実⾏行行に移す前に、こちらに連絡を⼊入れ
てください。

男 　性：そうしたいと思います。
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保健師：私たちも協⼒力力していきますので…

男 　性：ありがとうございます。

保健師：そのほかに、夜も眠れないようですが…

男 　性：どうも疲れているのに、眠れなくて、途中で何回も⽬目が覚め
て、朝になる前に起きてしまうんです。そうすると、朝から
もう調⼦子が悪くて…

保健師：眠れないと⾟辛いですよね。

男 　性：そうなんです。眠れず、朝職場に⾏行行くときも、やる気を出す
のがしんどいんです。それで休んでしまうこともあります。

保健師：そうだったんですか。だいぶお酒も飲まれるようですが、

男 　性：もともとはそんなに飲む⽅方ではないんです。ただ眠れないの
でお酒に頼って眠っているうちに、だんだん飲む量が増えて
きました…。最近はそれでも眠れないんです。

保健師：そうでしたか。⾷食欲はどうですか？

男 　性：全然⾷食べられない状態です。
何とか体⼒力力落ちるといけないから、⾷食べているんですが、で
も⾷食欲がないです。

保健師：そうでしたか。お仕事の⽅方はどうでしたか？

男 　性：仕事は失敗が続いていて、⾃自分のせいなんですけど…。
もうこれ以上職場には迷惑はかけられないし…

保健師：ずいぶんと⼀一⽣生懸命されていると思いますよ。
調⼦子が悪いだけなんですから、そんなに責めないでください
ね。

男 　性：すみません。でももうどうしようもない状態なんです。

保健師：職場でも⼤大変ご苦労されていますね。だいぶ体調も悪いよう
です。元気がないし、眠れない、⾷食べられない、お酒の量も
増えているということもありますね。

男 　性：はい、そのとおりです。
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保健師：だいぶ残業もあったり、疲れもたまっているようですし、仕
事を休んだりする程⼤大変な様⼦子ですね。先⽇日の職場健診の結
果では異常はなかったようですし…、
うつ病などのようにこころの調⼦子を崩している可能性もあり
ます。
私と⼀一緒に産業医の先⽣生のところにいって相談してみません
か？

男 　性：産業医の先⽣生ですか。

保健師：ええ、そうです。産業医の先⽣生は職員の健康⾯面の相談にのっ
てくれます。
そして、職場との間に⼊入っていただいて、どのように健康⾯面
を⽴立立て直していくか、⼀一緒に考えてくれると思います。

私たち保健師も協⼒力力していきます。

男 　性：そうですか。では、お願いできますか？

保健師：もちろんです。上司の⽅方には私からも事情を説明しておきま
すので。

男 　性：ありがとうございます。いつですか。

保健師：本⽇日の午後2時ごろではいかがですか。

男 　性：⼤大丈夫です。

保健師：ありがとうございます。

（応接室）
産業医：こんにちは。産業医の⽥田中です。

男 　性：よろしくお願いします。
産業医：保健師さんからも聞いたのですが、体調が悪くてだいぶおつ

らいようですね。

男 　性：ええ、そうなんです。

産業医：いろいろと問診票等でお聞かせいただいたことや保健師さん
から聞いた点からも、だいぶ調⼦子崩されているようですね。

男 　性：ええ、だいぶ⾟辛くって、職場が忙しかったせいもあると思う
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んですけど。

保健師：とても⾟辛いときには、死にたくなることもあるようです。

男 　性：ええ、本当にそういうことを考えてしまう時もあります。

産業医：どういうとき、そういう気持ちになりますか。

男 　性：⾊色々と失敗してしまい、皆に迷惑かけてしまっているような
気がして。そうすると、こんな苦しいのなら⾸首をつって死ん
でしまいたい、と考えることがあります。

産業医：そうでしたか。死ぬことを考えるほどの状態にあるんです
ね。
状態の悪い⾯面についてどうしていくか、⼀一緒にかんがえてい
きましょう。
今のあなたの状態はうつ状態の可能性もあります。うつ状態
になると、悲しい気持ちになったり、⾃自分を責めたり、死に
たいと思う事がよくあるんです。

男 　性：うつですか、、もうおしまいですね。

産業医：おしまいとは？

男 　性：もう治らないんでしょ。

産業医：治らないことを⼼心配されているんですね。
今はうつの治療法もたくさんあります。
治療を受けることで今の⾟辛さが和らぎ、徐々に元のあなたに
戻ることができます。

男 　性：本⾳音ではきついんですが…できれば職場に迷惑はかけたくな
いです。ただでさえ、最近仕事のミスが多いので。それに職
場を⾸首になったらもうどこにも⾏行行けないです。

産業医：職場のことを気にされているんですね。
体調不良の時に治療が必要となれば、安⼼心して治療を受けら
れるように職場のバックアップ体制も整えますから。
今の職場の⽅方にも、私や保健師が事情を話して治療を受けら
れるようにしていきます。

男 　性：そうですか。少し安⼼心しました。

産業医：それは良かったです。治療を受ける時は、こころの治療の専
⾨門家がいる病院がいいと思います。例えば、精神科とか⼼心療
内科の先⽣生がいるところです。

男 　性：えっ・・・精神科？⼼心療内科？ 　・・ですか？
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産業医：そうです。精神科というと、少し抵抗があるかも知れません
が、どうですか？

男 　性：ええ…。

産業医：少し、抵抗があるかもしれませんが、きちんとお話を聞いて
治療していただけると思いますよ。

男 　性：そうですか。

産業医：こちらの⽅方でもご紹介することができます。また、そちらの
専⾨門の先⽣生と相談して、⼀一緒に療養や職場のことについても
相談していけると思います。

男 　性：そうですか。どこがいいかわからないので。

産業医：それでは、ここの近くの精神科のクリニックを紹介したいと
思います。

男 　性：ありがとうございます。

保健師：クリニックに電話して確認しますね。

産業医：また、職場をもし休むことになった時、⼿手続や⼿手当について
もご相談にのらせていただきますので、健康相談室の保健師
や私が⼿手続きをする担当課と対応していきますので。

保健師：引き続きお⼿手伝いいたしますので、

男 　性：はい…。

産業医：死にたくなったとしても、その前に、必ずこちらに相談して
ください。

男 　性：ありがとうございます。来る前は、もう死ぬしかないと思っ
ていましたが、少し安⼼心しました。これからもよろしくお願
いします。
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